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現代史プリント（E－１４） 冷戦時代(1)

ヤルタ会談と戦争終結
NHKスペシャル【映像の世紀６ 勝者の世界分割】をもとに

３．バルカン取引
①２月８日、ヤルタ会談では[1 ]問題が話題とされた。

②1944年、急速に西進するソ連は[2 ][3 ]を占領し、[4
]半島全土を占領しそうな状況となっていった。

③こうしたなか、1944年10月[5 ]はモスクワでソ連との間で取引を行った。

→英ソは各国における両国の6 の割合を決め、勢力配分を決めた。

これをうけ、イギリスは[7 ]の[8 ]の掃討作戦を本格化した。

４．極東密約
①ドイツに決着がつく情勢になっても、[9 ]はまだ抵抗を続け、アメリカ軍は[10

]島の戦いで大きな損害を出すなど日本の抵抗はまだ大きなものがあった。

[11 ]はスターリンに12 を要請した。

これに対しスターリンは13
などの権益を要求し、ルーズベルトはそれを直ちに承認した。

②日本の植民地であった[14 ]については、すでに開かれていた[15 ]会談
の決定を受け、[16 ]に返還するとして、スターリンも合意した。

③同じく植民地であった[17 ]については、18 としたものの、
当分の間は19 におくとされた。

④こうしてヤルタ会談は戦後の世界の運命を決めて８日間の日程を終わった。

５．会談後の情勢
①ソ連の東ヨーロッパへの侵攻はつづき[20 ][21 ]などに共産政権
が成立、[22 ]においても共産主義化が進んでいった。

ポーランドでスターリンは解放者と見なされ、３月には[23 ]派が逮捕された。
→イギリスはヤルタ会談の24 を痛感せざるをえなかった。

②この間も太平洋での日米の死闘はつづいていた。

③４月[25 ]大統領が死亡、米ソ関係に大きな変化をもたらした。
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④４月２５日 米ソ両軍は[26 ]で握手をし不戦を誓ったが、これは両国の協力を示す
最後の映像となった。

⑤５月７日、27 したが、他方でソ連軍は28 にそなえ、

兵力を29 していた。

⑥アメリカの新大統領[30 ]はヤルタ会談の内容やソ連との関係を知らされておら
ず、両国の関係は次第に対立へと向かっていった。

⑦７月、トルーマンは[31 ]会談にのぞんだが、その一方国内では[32 ]
の準備が進んでいた。
会談でアメリカは日本の降伏のためには33 と考えるようになっており、

[34 ]もソ連には話さず、アメリカとイギリスのみで準備した。

こうしたなかで、広島と長崎に[35 ]が投下された。

⑧ソ連は８月８日日本に宣戦、[36 ]へ侵入、サハリン南部や千島列島へも侵攻した

この結果、[37 ]万人の日本人が[38 ]され、[39 ]万人が死亡した。

アジア大陸には[40 ]万人が取り残され、41 の悲劇も生み出した。

こののち、ソ連は[42 ]の分割占領を打診してきたが、アメリカはこれを拒否し、
日本はアメリカの43 のもとにおかれることになる。

⑨朝鮮半島は[44 ][45 ]両国の進駐を受け、北緯[46 ]度線を境界線
とする[47 ]が実施された。

６．大戦後の世界
①アメリカは、直接被害を受けなかったため、48 が訪れ、消費物資があふ
れ、若者文化が発展した。

②ヨーロッパは戦後の廃墟の中で苦しんでいた。
ドイツは国土の[49 ]％を失い、[50 ]万人が難民として西へ移動し、その過程

で[51 ]万人が命を落とした。

③東ヨーロッパでは[52 ]政権が樹立され、大半が[53 ]の支配下におかれた。

④こうした中で、[54 ]はアメリカで[55 ]演説を行い、冷戦の存在
を世界にアピールし、スターリンは東西の不和の種をまくものとして反発した。

⑤４ヶ月後、アメリカは[56 ]環礁で核実験を行い、ソ連へ[57 ]を誇示した。
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